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平
成
２
年
ｎ
月
９
日
、

第
詔
回
大
会
が
愛
知
県
中

小
企
業
セ
ン
タ
ー
講
堂
に

於
い
て
開
催
さ
れ
、
次
の

各
氏
が
名
番
あ
る
表
彰
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◎
愛
知
県
知
事
表
彰

・
組
合
功
労
者

山
本
清
②
岡
崎

板

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
特

定
自
主
検
査
に
係
る
規
定

に
つ
い
て
は
平
成
四
年
十

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。

前
項
で
述
べ
た
様
に
最

近
板
金
業
界
で
は
簡
単
に

操
作
の
出
来
る
荷
上
装
置
、

即
ち
ユ
ニ
ッ
ク
車
を
利
用

し
て
い
る
が
、
特
に
事
故

が
多
発
し
て
い
る
関
係
上

規
制
が
加
え
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
、
資
格
の
取
得
に

つ
い
て
の
再
チ
ェ
ッ
ク
で

あ
り
特
に
注
意
を
要
し
た

い
。

沼
津

愛知県
板金工業組合

中
小
企
業
団
体
中
央
会

愛
知
県
大
会
が
開
催
さ
れ

〃
愛
板
関
係
者

四
名
受
賞
〃
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経
済
の
成
長
、
発
展
を
支

え
、
地
域
社
会
に
於
け
る

重
要
な
担
い
手
で
も
あ
る

中
小
企
業
が
激
変
す
る
環

境
変
化
に
的
確
に
対
応
し
、

経
営
の
安
定
が
図
ら
れ
る

よ
う
、
国
・
県
及
び
関
係

当
局
は
、
き
め
細
か
な
中

小
企
業
振
興
策
の
拡
充
強

化
を
図
る
べ
き
と
の
由
、

わ
れ
わ
れ
中
小
企
業
は
、

わ
が
国
経
済
社
会
の
活
力

の
源
泉
で
あ
る
こ
と
を
自

覚
し
、
自
ら
の
努
力
に
基

づ
き
、
よ
り
組
識
の
力
を

一
層
駆
使
し
、
持
ち
前
の

機
動
性
と
創
造
性
を
遺
憾

な
く
発
揮
し
、
幻
世
紀
に

向
っ
て
新
た
な
活
路
を
切

り
拓
き
、
わ
が
国
経
済
の

発
展
と
豊
か
な
ゆ
と
り
あ

る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、

限
り
な
く
前
進
す
る
事
を

宣
言
し
、
提
案
さ
れ
た
諸

議
案
も
す
べ
て
採
択
承
認

さ
れ
終
了
し
た
。
そ
の
後

続
い
て
席
を
換
え
懇
親
会

が
催
さ
れ
、
御
来
賓
を
交

え
受
賞
の
歓
び
を
分
か
ち

合
い
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
う
ち
に
散
会
し
た
。

中
央
会
会
長
表
彰

・
組
合
功
労
者

石
原
銚
司
圃
岡
崎

小
笠
原
裕
⑰
碧
南

沼
津
啓
二
⑰
知
多

◎
愛
知
県
中
小
企
業
団
体

行
う
こ
と
と
し
た
。

①
不
整
地
運
搬
車

②
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ポ
ン
プ

車
③
ブ
レ
ー
ヵ

④
高
所
作
業
車

ｊ一
一
ク
レ
ー
ン
等
に
つ
い
て
、

く吊
り
上
げ
荷
重
五
ト
ン
以

上
の
床
上
操
作
式
ク
レ
ー

ン
及
び
吊
り
上
げ
荷
重
一

ト
ン
以
上
五
ト
ン
未
満
の

移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
運
転

業
務
を
、
就
業
上
一
定
の

資
格
（
技
能
講
習
の
終
了
）

が
必
要
な
業
務
と
す
る
こ

と
と
し
た
。

ｊ三
こ
の
改
正
政
令
は
平
成

く一
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行

く

速
報
：

『
安
全
衛
生
規
則
等
の

一
部
が
改
正
さ
れ
る
」

名古屋市昭和区

北山町３－８－６

電話７３２－１２２６

発行広報委員会

労
働
省
は
先
ご
ろ
「
労

働
安
全
衛
生
法
施
行
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
」

を
発
表
し
た
。

先
づ
概
要
を
述
べ
る
と

１－
未
規
制
の
建
設
機
械
等

くの
う
ち
、
危
険
性
の
高
い

次
の
①
Ｉ
④
の
機
種
を
規

制
対
象
と
し
て
追
加
し
、

機
械
の
構
造
上
の
安
全
確

保
の
た
め
の
構
造
規
格
、

使
用
過
程
に
お
け
る
性
能

確
保
の
た
め
の
定
期
自
主

検
査
及
び
特
定
自
主
検
査
、

操
作
者
の
知
識
技
能
確
保

の
た
め
の
就
業
上
の
一
定

の
資
格
（
技
能
講
習
の
終
了
）

の
確
保
等
必
要
な
規
則
を

一
Ｉ
Ｉ
１
１
Ｉ
ｉ

－
１
ｏ
匪
砕
銅

一
》
》
》
一

一
詐
嬬
諏
唾

一
親
会
支
。

．
懇
年
多
た

一
癖
新
知
し

一
蝿
皿
腫
式

一
今
今
ま
で

剛
！
１
１
１
Ｉ

以
上
４
名
の
方
々
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
が
、
組
合

役
員
を
８
年
以
上
経
験
し
、

組
合
事
業
の
推
進
発
展
に

多
大
の
貢
献
が
あ
っ
た
方

に
贈
ら
れ
た
も
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
益
々
元
気
に
活

躍
さ
れ
る
こ
と
を
念
願
し

お
祝
い
と
致
し
ま
す
。
．

さ
て
今
回
の
開
催
は
県

下
中
小
企
業
間
連
組
合
員
、

即
ち
あ
ら
ゆ
る
職
種
の
団

体
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

難
問
を
抱
え
て
の
大
会
。

先
づ
中
小
企
業
の
施
策
、

金
融
、
税
務
、
流
通
、
労

働
、
環
境
な
ど
の
諸
問
題

を
整
備
し
、
現
在
毎
は
設

備
投
資
、
個
人
消
費
を
中

心
と
す
る
内
需
の
好
調
な

背
景
を
堅
調
に
推
移
し
乍

ら
も
、
と
り
ま
く
環
境
と

情
報
化
、
技
術
革
新
の
進

展
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
と
人
手
不
足
の
深
刻

化
、
日
米
構
造
問
題
の
協

議
に
よ
る
大
店
法
の
規
制

緩
和
を
は
じ
め
と
す
る
諸

制
度
の
見
直
し
と
、
さ
ら

に
は
近
時
の
中
東
湾
岸
危

機
な
ど
、
国
際
情
勢
の
変

化
で
厳
し
い
状
況
下
に
あ

る
中
で
、
今
後
と
も
我
国



灘
鍛

第２４５号 日

一
庖
判
ゴ
ガ
有
『
伽

５１月
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意

、
が
大
き
な
事
故
に
つ
な
が

年
り
、
死
亡
事
故
の
原
因
で

２成
最
も
多
い
の
が
最
高
速
度

平
違
反
。
漫
然
運
転
や
わ
き

見
運
転
と
云
う
よ
う
な
安

全
運
転
義
務
違
反
も
目
立

っ
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
間

違
え
ば
取
り
返
し
の
つ
か

な
い
自
動
車
事
故
。
自
分

板
だ
け
は
大
丈
夫
と
は
い
っ

て
ら
れ
ま
せ
ん
。

車
が
衝
突
し
た
時
の
衝

撃
は
、
速
度
と
重
量
に
応

じ
て
大
き
く
な
り
ま
す
。

時
速
帥
伽
で
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
時

の
衝
撃
は
約
妬
加
の
高
さ

愛
か
ら
落
ち
た
の
と
同
じ
く

ら
い
に
な
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
車
は
時
速
如
腕

で
１
秒
間
に
Ⅱ
昭
時
速

帥
航
で
盟
加
進
み
ま
す
。

危
険
に
気
が
つ
い
て
急
ブ

2）

綴lｉ

8軍１ 弓

見
い
倒
悶
ｗ
ｗ
７

１
カ
ー
ラ
イ
フ
の
安
全
と
安
心
ｌ

「
年
末
年
始
の
防
止
策
」

叫
垂
目
今
垂
仁
姻
シ
フ
一
宮

が
終
了
し
た
。

当
日
は
集
合
場
所
で
モ

ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ヒ
ー
を
す

ま
せ
８
時
釦
分
に
チ
ャ
ー

鍔涯

バ
ー
自
身
が
各
々
、
昼
間

と
は
違
う
夜
用
の
運
転
に
、

よ
り
慎
重
に
ハ
ン
ド
ル
を

握
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

見
え
な
い
危
険
に
対
し
て

警
戒
す
る
か
、
見
過
ご
す

か
。
夜
間
の
運
転
、
こ
こ

が
分
か
れ
道
。
正
し
い
選

択
を
し
て
下
さ
い
。

「
夜
間
の
運
転
は

ス
ピ
ー
ド
を
控
え
目
に
」

沼
津

タ
ー
し
た
バ
ス
で
松
下
電

工
伊
賀
上
野
工
場
に
向
っ

た
。

講
習
内
容
は
前
回
と
重

復
す
る
の
で
省
く
事
に
し

ま
す
。
学
科
は
と
も
か
く

実
技
に
な
る
と
、
熱
心
の

あ
ま
り
打
ち
切
り
時
間
を

大
き
く
過
ぎ
て
会
場
を
後

に
し
た
。

レ
ー
キ
を
踏
ん
で
も
、
車

が
止
ま
る
ま
で
に
は
時
速

如
伽
で
犯
沈
、
時
速
印
紘

で
坐
廻
時
速
帥
肋
で
は

氾
獅
も
の
距
離
を
進
ん
で

し
ま
い
ま
す
。

死
亡
事
故
の
発
生
の
件

数
を
見
る
と
、
土
曜
日
と

日
曜
日
、
そ
し
て
夜
間
の

比
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
気
の
ゆ
る
み
が
ち
な

週
末
と
夜
間
の
運
転
は
く

れ
ぐ
れ
も
慎
重
に
。

「
ド
ラ
イ
ブ
の
前
に
は
愛

車
の
安
全
点
検
を
」

セ
フ
テ
ィ
ド
ラ
イ
ブ
の

た
め
に
、
ス
タ
ー
ト
前
の

点
検
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

次
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
を
参
考
に
、

・
運
転
席
に
座
っ
て
行
う

点
検
…
ブ
レ
ー
キ
の
き
き
、

バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
角
度
な
ど

。
エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム
を
の

亀ご；

交通事故原因ワースト５
冨哨享者の塗令迎睡11死亡事故尭生件敵（平奴元年）

綴

第
二
回

平
形
屋
根
ス
レ
ー
ト
葺

講
習
会
行
う

窯 箱 蝿 篭

こ
れ
か
ら
年
末
、
年
始

に
入
り
酒
の
機
会
が
多
く

な
り
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
は

二
日
酔
い
の
時
に
も
？

日
本
酒
を
５
合
飲
ん
だ

場
合
は
血
中
ア
ル
コ
ー
ル

濃
度
は
ゼ
ロ
に
な
る
ま
で

に
岨
時
間
も
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
体
内
か
ら
ア
ル
コ

ー
ル
が
全
部
消
え
て
し
ま

っ
た
後
で
も
運
動
能
力
は

低
下
す
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
「
二
日
酔
い
の
時

に
も
乗
ら
な
い
」
く
ら
い

の
心
が
ま
え
が
大
切
で
す
。

又
雨
の
日
に
は
ス
リ
ッ

ぞ
い
て
行
う
点
検
…
冷
却

水
の
量
・
エ
ン
ジ
ン
オ
イ

ル
の
量
な
ど

・
車
の
ま
わ
り
の
点
検
…

方
向
指
示
器
の
点
検
具
合

・
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
な
ど

い
ず
れ
も
ご
く
わ
ず
か
な

時
間
で
チ
ェ
ッ
ク
が
出
来

ま
す
。

（

蕊

蕊
鶴

§

藤

明
る
い
場
所
を
選
び
、

駐
車
灯
等
を
つ
け
る
な

ど
、
適
切
な
措
置
を
と

る
。

五
、
眠
気
、
疲
労
を
感
じ

た
ら
運
転
は
続
け
ず
、

休
憩
を
と
る
な
ど
し
て

無
理
は
し
な
い
。

基
本
的
な
項
目
ば
か
り
で

す
が
今
ひ
と
つ
守
れ
な
い

よ
う
で
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー

に
と
っ
て
不
利
な
条
件
が

重
な
る
夜
間
は
、
ド
ラ
イ

０
Ｗ
●
凡
０
３
〕
又
’
凸
》
●
氏
９
４
》
。
《
０
１
》
回
【
Ｔ
４
》
又
１
０
》
●
《
＃
４
》
角
ｑ
Ｉ
》
●
尺
Ｐ
４
》
笈
０
ｊ
》
。
《
Ｔ
ｌ
》
又
ｔ
ｌ
ｖ
又
８
１
》
負
１
１
》
。
《
１
》
一
異
■
ｌ
》
Ｒ
ｌ
》
①
【
Ｉ
ｊ
》
箕
９
Ⅱ
》
■
鼻
■
Ⅱ
》
又
■
Ⅱ
》
又
■
Ⅱ
〕
又
Ｉ
・
》
●
《
■
Ⅱ
望
暮
八
０
■
》
ｘ
轟
・
ｌ
》
貝
０
１
》
又
ｒ
０
》
負
■
Ｉ
》
。
《
金
Ⅱ
》
。
《
■
’
一
可
晶
０

プ
を
念
頭
に
タ
イ
ヤ
の
接

地
性
能
が
釦
彩
’
抑
％
も

低
下
し
ス
リ
ッ
プ
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
高

速
走
行
時
に
は
、
タ
イ
ヤ

と
路
面
の
間
に
水
の
膜
が

で
き
る
ハ
イ
ド
ロ
プ
レ
ー

ニ
ン
グ
現
象
が
起
こ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
十
分
に

神
経
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

い
よ
い
よ
霜
月
、
秋
の

終
わ
り
か
ら
冷
た
い
冬
へ

と
移
り
変
る
季
節
で
す
。

こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
日

が
短
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

車
の
運
転
業
務
も
夜
間
に

ま
で
及
ぶ
こ
と
が
増
え
て

く
る
と
思
い
ま
す
。

″
夜
間
は
〃

。
暗
い
た
め
視
認
性
が
低

く
な
る
。

・
昼
間
の
疲
れ
が
重
な
っ

て
注
意
力
、
判
断
力
が

鈍
る
。

・
交
通
量
が
減
っ
て
走
り

や
す
く
な
る
た
め
、
つ

い
ス
ピ
ー
ド
を
だ
し
が

ち
に
な
る
。

な
ど
の
危
険
要
因
が
出
て

く
る
た
め
、
交
通
事
故
、

そ
れ
も
重
大
事
故
へ
結
び

つ
く
ケ
ー
ス
が
多
く
な
り

ま
す
。こ

の
よ
う
な
中
で
自
分

が
事
故
を
起
こ
さ
な
い
、

又
、
事
故
に
巻
き
こ
ま
れ

な
い
た
め
に
次
の
五
点
に

心
が
け
て
下
さ
い
・

一
、
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点

灯
す
る
。

二
、
ス
ピ
ー
ド
を
控
え
る
。

藤

保
証
制
度
に
と
も
な
う

平
形
屋
根
ス
レ
ー
ト
葺
工

法
の
講
習
会
を
東
三
支
部

に
続
い
て
一
宮
支
部
記
名

【
支
部
だ
よ
り
】

三
、
ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ

て
い
な
い
部
分
に
も
注

意
を
配
る
。
（
か
も
し

れ
な
い
運
転
）

四
、
駐
停
車
す
る
場
合
は
、



如
月
記
日
、
豊
川
市
東

海
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ｎ
時
釦
分
に
全
員
集
合
、

パ
タ
ー
の
練
習
に
又
フ
ォ

ー
ム
の
調
整
に
余
念
の
な

い
皆
さ
ん
で
し
た
。

ｎ
時
岨
分
、
副
組
合
長

二
村
氏
の
挨
拶
が
あ
り
、

続
い
て
前
回
優
勝
者
の
綴

繍
氏
の
競
技
説
明
が
あ
っ

た
後
、
商
社
の
紹
介
。

マ
ル
サ
ン
金
属
（
鈴
木
）

横
山
興
業
（
竹
田
）

竹
浅
商
店
（
寺
沢
）

さ
ん
が
混
じ
っ
て
、
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
和
気
あ
い
あ
い

と
気
温
も
虹
度
と
絶
好
の
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第
９
回

優
勝
は
一
宮
、
汁

第
十
三
回
尾
張
連
合
会

（
滝
伸
次
会
長
）
主
催
の

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、

十
月
二
十
一
日
ロ
江
南
市

蘇
南
グ
ラ
ン
ド
及
び
本
田

島
の
二
面
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
尾
張
地
区
在
勤
の
業

者
、
従
業
員
、
子
供
も
交

え
た
選
手
で
描
成
さ
れ
た

九
チ
ー
ム
が
参
加
（
瀬
戸

・
祖
父
江
不
参
加
）
、
開

会
式
、
会
長
（
滝
伸
次
）
、

来
賓
平
野
理
事
長
の
挨
拶

が
あ
り
、
澄
み
き
っ
た
秋

優
勝
一
宮

優
勝

準
優
勝

三
位 去

る
如
月
５
日
、
県
内

各
地
か
ら
妃
名
の
参
加
を

得
て
名
古
屋
グ
リ
ー
ン
Ｃ

．
Ｃ
で
開
催
さ
れ
た
。

入
賞
は
次
の
方
々
で
す
。

（
敬
称
略
）

優
勝
吉
田
万
作
（
東
三
）

二
位
内
山
英
臣
（
岡
崎
）

三
位
杉
本
忍
（
豊
田
）

四
位
笹
野
武
夫
（
東
三
）

尾
張
連
合
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

優
勝
は
一
宮
、
江
南
の
連
勝
な
ら
ず
／
、

第
帽
回愛

板
会
ゴ
ル
フ
大
会
開
く

一
宮

犬
山

小
牧

勝
宮

慶
一

長
、
早
川
専
務
が
同
席
し

た
。

事
務
局
よ
り
提
出
さ
れ

た
試
算
表
に
よ
り
、
今
年

度
予
算
額
と
前
期
間
の
収

支
執
行
額
を
参
照
し
た
後
、

帳
簿
、
書
類
、
伝
票
等
を

念
入
り
に
監
査
願
っ
た
。

監
査
結
果
は
、
多
少
の
ば

ら
つ
き
は
あ
る
も
の
の
、

順
調
に
運
営
さ
れ
て
お
り

良
好
の
講
評
を
得
た
。

一宮1６Ｉ犬山８

噺iil’

飲

皇でＩ

う
も
の
で
あ
る
。

当
日
、
監
査
委
員
で
あ

る
岡
戸
林
一
、
加
藤
友
三
、

外
山
章
の
三
氏
に
県
板
事

務
局
へ
御
出
席
願
い
、
県

板
よ
り
、
財
務
担
当
の
村

上
副
理
事
長
は
じ
め
、
平

野
理
事
長
、
斉
藤
副
理
事

。
空
の
下
で
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式
で
プ
レ
ー
ボ
ー
ル
・

江
南
は
一
回
戦
か
ら
昨
年

の
決
勝
戦
相
手
強
豪
一
宮

と
の
対
戦
で
惨
敗
。
三
回

戦
で
小
牧
・
一
宮
・
犬
山

・
春
日
井
が
残
り
、
決
勝

は
一
宮
対
犬
山
。
相
方
若

手
選
手
で
構
成
さ
れ
、
手

に
汗
ば
む
程
の
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
一
宮
支
部

チ
ー
ム
が
見
事
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
・

江
南
菱
川

井日

五
位
大
山
武
夫
（
豊
田
）

Ｂ
Ｂ
松
川
博
人
（
豊
田
）

ベ
ス
ト
・
グ
ロ
ス
奥
田
巌

艶
ス
ト
ロ
ー
ク
以
上
で
し
た
。

人
数
制
限
が
あ
る
た
め
、

全
員
の
出
席
が
困
難
か
と

思
い
ま
す
が
、
来
年
の
四

月
の
次
回
に
も
多
数
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

岡
崎
中
村

Ｉ「

条
件
、
風
も
な
く
の
び
の

び
と
プ
レ
ー
で
き
、
健
康

に
親
睦
に
と
大
変
有
意
義

な
開
催
で
あ
っ
た
。
成
績

は
次
の
通
り
で
す
。

優
勝
山
下
修
一

第
二
位
吉
田
万
作

第
三
位
小
林
靖
夫

第
四
位
竹
田
康
孝

第
五
位
津
田
雅
章

競
技
終
了
後
、
パ
ー
テ

ィ
が
行
わ
れ
、
一
一
村
氏
の

司
会
で
ス
ム
ー
ズ
に
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
午
後
６
時

半
頃
解
散
し
ま
し
た
。

次
回
は
四
月
か
五
月
頃

開
催
の
予
定
で
す
。

東
三
脇
坂

ＡＢＣＤＥＧＨＩＪ

小西江一岩稲犬春津
日

牧春南宮倉沢山井島

移転先

下図のとおり

問合せ先

県旅券センター

電話（０５２）５６３－０２３６

旅券（パス淑一ト）申諦者の増加に対応す

るため、愛知県旅券センターを現在の名古屋

ターミナルピル７階北側から、同７階の北西

側に移振します。

移転月日

平成２年11月５日（月）

〔移振先名古屋ターミナルピル７階〕

板

県旅券センター移転のお知らせ

東
板
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
く

平
成
二
年

中
間
監
査
行
う
／

愛
知
県
板
金
工
業
組
合

は
、
如
月
加
日
中
間
監
査

を
行
っ
た
。

中
間
監
査
は
、
組
合
員

各
位
か
ら
納
入
さ
れ
る
組

合
費
が
、
予
算
項
目
に
そ

っ
て
執
行
さ
れ
て
い
る
か
、

収
支
状
況
を
半
期
毎
に
行



た
天
気
が
続
い
て
い
る
ｃ

と
く
に
週
末
の
土
・
日
に

台
風
が
来
て
天
気
が
悪
く

雨
が
多
か
っ
た
。

職
人
展
も
週
末
の
金
曜

日
か
ら
三
日
間
の
開
催
で

悪
い
パ
タ
ー
ン
に
入
り
吃

日
は
午
後
か
ら
小
雨
、
過

日
は
終
日
雨
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
期
、
天
気
が
良
い

と
ア
ウ
ト
ド
ア
の
イ
ベ
ン

ト
が
多
く
、
イ
ン
ド
ア
の

催
し
は
観
客
動
員
が
む
つ

か
し
い
と
言
わ
れ
る
。
そ

の
事
を
考
え
れ
ば
職
人
展

は
小
雨
ぐ
ら
い
の
ほ
う
が
、

客
の
入
り
が
良
い
の
で
は

な
い
か
。
天
気
が
良
い
と
、

名
古
屋
祭
り
の
最
大
の
呼

び
物
、
名
古
屋
英
傑
行
列

が
盛
大
に
パ
レ
ー
ド
を
繰

り
広
げ
“
万
と
も
言
わ
れ

る
人
が
見
物
に
行
く
。
過

日
は
雨
の
た
め
、
こ
の
英

傑
行
列
が
中
止
に
な
り
、

吹
上
ホ
ー
ル
も
多
く
の
人

で
賑
う
の
を
見
せ
た
。

第２４５号
日
『
こ
の
道
ひ
と
す
じ
尾

胆
張
名
古
屋
の
職
人
展
』
と

唄
銘
打
っ
て
、
主
催
名
古
屋

皿
市
技
能
職
団
体
連
合
会
・

年
名
古
屋
市
、
後
援
・
愛
知

唾
県
に
よ
っ
て
、
例
年
、
な

平
ご
や
祭
り
に
協
賛
し
て
開

催
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

が
去
る
ｎ
月
⑫
日
陶
ｌ
狸

日
脚
の
三
日
間
、
名
古
屋

市
中
小
企
業
振
興
会
館
（
通

称
吹
上
ホ
ー
ル
）
一
一
階
と

板
三
階
の
第
二
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
展
示
場
で
開
か
れ
た
。

２
階
に
ス
テ
ー
ジ
の
ス
ペ

ー
ス
を
取
っ
た
た
め
、
２

フ
ロ
ア
ー
と
な
り
、
少
し

ゆ
っ
た
り
し
た
会
場
に
な

っ
て
い
た
。

昨
年
は
世
界
デ
ザ
イ
ン

愛
博
に
参
加
し
て
名
城
会
場

平成２年111月１５日（４）

自巽

§

今
月
は
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動

を
テ
ー
マ
に
す
る
た
め
、

最
近
特
に
感
じ
た
横
浜
を

例
に
し
た
の
だ
が
、
け
っ

し
て
横
浜
市
を
批
判
す
る

つ
も
り
は
毛
頭
な
い
・
愛

知
県
内
に
だ
っ
て
同
じ
こ

と
が
日
常
茶
飯
事
だ
か
ら

だ
。

私
が
月
に
何
回
か
通
る

毎
に
い
や
な
気
分
に
さ
せ

ら
れ
る
の
が
名
岐
国
道
躯

号
線
を
名
古
屋
方
面
に
向

っ
て
、
東
名
阪
道
清
州
北

イ
ン
タ
ー
へ
の
入
口
周
辺

の
空
カ
ン
、
食
べ
カ
ス
、

吸
い
が
ら
な
ど
ゴ
ミ
の
山

で
あ
る
。

連
絡
道
に
は
、
国
道
工

事
事
務
所
が
建
て
た
、
ヤ

ン
グ
レ
デ
ィ
ー
の
大
き
な

看
板
が
三
ケ
所
あ
る
。
そ

の
看
板
に
は
「
キ
ラ
ィ
で

す
。
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
ゴ
ミ
投
げ

捨
て
。
い
い
人
に
悪
い
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
」

し
か
し
看
板
の
下
は
ゴ

ミ
だ
ら
け
。

人
間
の
良
心
を
持
っ
た

人
は
絶
対
数
を
占
め
る
。

し
か
し
モ
ラ
ル
を
忘
れ
、

悪
い
事
を
平
気
で
や
る
バ

カ
な
人
間
の
多
い
の
も
事

実
で
あ
る
。

ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
や
氷
川
丸
、

メ
リ
ケ
ン
波
止
場
に
明
り

が
灯
っ
て
、
こ
れ
又
す
ば

ら
し
い
夜
景
を
み
せ
て
く

れ
る
。

翌
朝
、
早
起
き
し
て
、

両
手
に
カ
メ
ラ
ぶ
ら
さ
げ

て
早
朝
散
歩
に
出
か
け
た
。

中
国
上
海
港
近
く
に
あ
る

黄
浦
江
公
園
に
そ
っ
く
り

の
並
木
通
り
は
緑
に
茂
る

大
木
が
植
ら
れ
、
人
通
り

も
少
な
く
、
さ
わ
や
か
に

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中

を
の
ん
び
り
散
策
出
来
た
。

し
か
し
、
山
下
公
園
に
入

り
昨
日
か
ら
の
満
ち
足
り

た
気
分
が
一
変
し
た
。
ベ

ン
チ
に
は
う
す
汚
れ
た
浮

浪
者
風
の
人
や
若
者
達
が

眠
り
こ
ん
で
い
た
り
、
何

よ
り
ガ
ッ
カ
リ
し
た
の
は
、

ゴ
ミ
で
一
パ
イ
の
光
景
で

あ
っ
た
。

飲
物
の
空
カ
ン
、
食
べ

カ
ス
、
吸
い
が
ら
、
花
火

の
も
え
カ
ス
、
な
ど
な
ど
。

横
浜
一
の
名
所
で
あ
り
ロ

マ
ン
チ
ッ
ク
ム
ー
ド
に
ひ

た
れ
る
最
高
の
場
所
な
の

に
、
山
下
公
園
の
別
の
姿

を
見
た
感
じ
で
あ
っ
た
。

経
済
大
国
の
富
め
る
国
民

の
中
に
は
、
自
分
さ
え
よ

け
れ
ば
、
又
そ
の
時
さ
え

楽
し
け
れ
ば
後
は
知
ら
な

い
気
質
の
人
間
が
多
す
ぎ

る
。
先
進
国
の
国
民
で
あ

る
が
故
に
持
た
な
け
れ
ば

い
け
な
い
最
低
の
良
識
と

思
う
の
だ
が
。

の
お
祭
り
広
場
で
デ
ザ
イ

ン
博
の
会
期
中
、
開
催
さ

れ
た
が
今
年
は
例
年
ど
お

り
吹
上
会
場
で
開
か
れ
た
。

愛
知
県
板
・
名
古
屋
連
合

会
は
今
年
も
参
加
し
て
作

品
を
展
示
し
た
。
組
合
員

の
施
工
し
た
工
事
の
写
真

（
名
古
屋
市
市
政
史
料
館

・
名
古
屋
市
迎
賓
館
）
や

銅
板
の
打
ち
出
し
た
額
な

ど
で
、
例
年
と
少
し
展
示

物
を
変
え
て
展
示
し
た
。

９
月
喝
日
台
風
四
号
が
、

和
歌
山
県
白
浜
付
近
に
上

陸
し
て
東
海
地
方
を
縦
走

し
た
後
、
９
月
釦
日
に
加

号
、
加
月
８
日
に
別
号
台

風
が
通
過
と
、
台
風
の
当

り
年
に
、
加
え
て
秋
雨
前

線
の
停
滞
で
、
ぐ
ず
つ
い 尊紘賞 認職輝

篭

八
》
編
集
後
尋

蔦

滋

職
人
展
も
今
年
で
７
回

目
に
な
り
、
ち
ょ
っ
と
マ

ン
ネ
リ
化
し
て
き
た
感
が

あ
っ
た
。
今
回
は
２
階
の

フ
ロ
ア
ー
を
半
分
ほ
ど
割

い
て
ス
テ
ー
ジ
を
作
り
そ

こ
に
芸
能
人
を
招
い
て
シ

ョ
ー
を
見
せ
よ
う
と
の
企

画
で
あ
る
岨
日
は
琴
曲
の

ス
テ
ー
ジ
と
虚
無
僧
シ
ョ

、
Ｂ
・
哩
日
は
染
之
助

。
染
太
郎
の
シ
ョ
ー
や
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
の
ス
テ
ー

ジ
を
開
い
た
。

今
年
は
一
階
の
大
ホ
ー

ル
で
も
第
過
回
消
費
者
ひ

ろ
ば
が
開
催
さ
れ
て
い
て
、

国
・
愛
知
県
・
名
古
屋
市

と
、
消
費
者
団
体
合
わ
せ

て
妃
団
体
が
展
示
即
売
を

し
て
い
た
。
こ
ち
ら
も
や

は
り
ス
テ
ー
ジ
を
作
り
、

大
須
演
芸
場
か
ら
芸
人
を

呼
ん
で
シ
ョ
ー
を
開
い
て

い
て
大
変
な
賑
わ
い
で
あ

っ
た
。

鷲
見

十
月
一
一
十
六
日
園
曇

二
四
五
号
編
集
会
議

委
員
五
名
出
席

午
後
五
時
三
分
終
了Ｓ

夏
の
始
め
の
あ
る
日
、

開
港
馴
周
年
を
迎
え
た
横

浜
港
を
訪
ず
れ
る
機
会
に

め
ぐ
ま
れ
た
。

新
幹
線
新
横
浜
駅
よ
り

Ｊ
Ｒ
根
岸
線
で
、
石
川
町

駅
へ
・
駅
を
出
て
五
、
六

分
歩
く
と
「
元
町
プ
ラ
ザ
」

で
あ
る
。
こ
の
元
町
プ
ラ

ザ
は
、
一
丁
目
よ
り
五
丁

目
ま
で
あ
り
、
約
一
腕
の

直
線
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
街

で
両
側
の
入
口
に
は
、
フ

ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
ア
ー
チ
が

あ
る
。
し
ゃ
れ
た
建
物
、

通
り
を
飾
る
草
花
、
緑
の

樹
木
、
ブ
テ
ッ
ク
、
ア
ク

セ
サ
リ
ー
店
、
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
若
者
た
ち
の
お
し

ゃ
れ
心
を
く
す
ぐ
る
町
だ
。

周
遊
観
光
船
「
あ
か
い
く

つ
号
」
で
横
浜
港
を
一
周

山
下
公
園
、
外
人
墓
地
、

港
の
見
え
る
丘
公
園
な
ど

を
回
っ
て
、
ホ
テ
ル
へ
チ

ェ
ッ
ク
イ
ン
・

部
屋
の
窓
よ
り
、
横
浜

港
、
山
下
公
園
、
桟
橋
に

つ
な
が
れ
た
氷
川
丸
、
遠

く
に
は
、
本
牧
埠
頭
と
大

黒
埠
頭
を
結
ぶ
、
華
麗
な

姿
を
見
せ
る
横
浜
ベ
ィ
ブ

リ
ッ
ジ
な
ど
が
一
望
で
き

る
。
夕
食
に
は
予
約
し
て

あ
っ
た
中
華
飯
店
で
美
味

し
い
中
華
料
理
と
紹
興
酒

で
最
高
。
上
々
の
気
分
で

ホ
テ
ル
へ
帰
ぅ
に
頃
に
は
、
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